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平均 SD 度数 最小値 最大値
q1 オリエンテーションの内容は役立った 4.12 .71 68 2 5
q2 実習要項は理解しやすかった 3.94 .81 68 1 5
q3 この実習において積極的に参加できた 4.34 .51 68 3 5
q4 この実習の到達目標を達成できた 4.12 .51 68 3 5
q5 今までの学習内容を活用しながら実習を展開できた 4.07 .56 68 3 5
q6 日々の学びを活かして実習を展開できた 4.20 .53 67 3 5
q7 カンファレンスは学習を深めることに役だった 3.91 .71 68 2 5
q8 教員から必要時に適切な指導や助言が得られた 4.06 .94 68 2 5
q9 教員は学生が質問や意見を述べる機会を配慮していた 4.21 .77 68 2 5
q10 教員は熱意をもって関わっていた 4.22 .83 68 2 5
q11 実習指導者から必要時に適切な指導や助言が得られた 4.39 .74 68 2 5
q12 実習指導者は学生が質問や意見を述べる機会を配慮していた 4.37 .71 68 2 5
q13 実習指導者は熱意をもって関わっていた 4.43 .66 68 3 5
q14 教員と実習指導者の連携がとれていた 3.94 1.06 68 1 5
q15 スタッフの対象者に対する態度から学ぶ機会の多い実習であった 4.42 .70 68 2 5
q16 実習では、他の医療従事者の協力を得られた 4.12 .75 68 2 5
q17 学生同士が協力し合うことができた 4.51 .68 68 2 5
q18 実習施設はこの実習に適していた 4.54 .61 68 2 5
q19 この実習は自分の成長に役立った 4.58 .50 68 4 5
q20 この実習に満足した 4.46 .53 68 3 5
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活用した統合実習　看護チームの一員としての
複数受け持ち実習を目指して．看護教育，53
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Ⅴ．結論
　ポートフォリオを活用した総合看護学実習の導
入プロセスについて、文献検討、実習内容の検討・
実習記録フォーマットの改訂、教員研修の開催を
行った結果、次のことが明らかになった。
1．文献検討
1） ポートフォリオの活用が学生の主体性を促し能
動的な学習につながるため、学生自身の達成感
も大きく自己成長への相乗効果となり得る。
2） 学生の自己成長を促すためにも教員の役割変容
や指導スキルアップが必要である。
2．実習内容の検討・実習記録フォーマットの改訂
1） 学生が自己課題を意識し、教員と自己課題のと
りくみを振り返りながら実習を展開することが
できる。
2） 本学の総合看護学実習のポートフォリオ活用
ツールとして活かしていくことができる。
3．教員研修の開催
1） ビジョンからゴールに向かう過程（意思・成長・
思考）での教員の関わりが、学生の意志ある学
びにつながる。
2） 教員と臨地実習指導者がポートフォリオを活用
した教育手法を共有でき、協働して総合看護学
実習の指導に活かすことが期待できる。
　これらのことをふまえ、今後は運用方法構築に
向けて今年度の運営を評価し、ポートフォリオを
活用した総合看護学実習の具体的な指導指針を作
成していくことが重要であると考える。
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